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1. はじめに  

中学校での体育授業において，2012 年度からダン

ス科目が必修化された．また，YouTube などの映像サ

イトにダンス映像をアップロードする人も増えてい

る．複数人のダンス映像を元に各ダンサーの採点を

することができれば，ダンスの練習時に一つの指標

となり得る．  

本稿では，複数人がダンスをしている映像を対象

に機械学習を用いて 3 次元での姿勢推定を行い，映

像内のダンサーの 3 次元基準モデルを作成する手法

を検討する．  

 

2. 姿勢推定  

2.1. OpenPose 

Zhe らが提案した OpenPose[1]を用いて 2 次元画像

での姿勢推定を行う．OpenPose は，単一画像から複

数の人間の体や顔の部位を検出することができる．

画像に映る複数の人間の肩・肘・目など 18 点のキー

ポイントの位置推定を行い，キーポイントの 2 次元

画像上の座標情報を取得できる．  

2.2. 3d-pose-baseline 

 Juieta らが提案した 3d-pose-baseline[2]を用いて 2

次元の姿勢推定情報から 3 次元の人体モデルを作成

する．3d-pose-baseline は，3 次元の姿勢情報と 2 次

元に投影した姿勢情報を機械学習することで，2 次元

座標情報から 3 次元の人体モデルを推定することが

できる．また，3 次元での座標情報を取得できる．  

 

3. 提案手法  

複数人がダンスしている映像から OpenPose によ

る 2 次元での全ダンサーの姿勢推定を行う．取得し

た 2 次元座標から，全ダンサーの左右の肩・肘・腰・

膝の関節角度を計算する．各関節に対して，全ダン

サーの中央値を基準モデルの関節角度にする．また，

全ダンサーの各関節間の長さを計算し，全ダンサー

の長さの平均を基準モデルの各関節間の長さにする．

基準モデルの各関節角度と各関節間の長さから，基

準モデルの各キーポイントの 2 次元座標を計算する．

この 2 次元座標を 3d-pose-baseline の入力座標とし

て，基準モデルの 3 次元の人体モデルを推定する．

ここで，3d-pose-baseline の入力座標のうち，胸部に

は首を，脊椎には首と腰の中点を，首 /鼻には鼻を，

左右の肩・肘・手首・腰・膝・足首には同一部位の座

標を使用する．  

4. 実験  

5 人が同様のダンスをしている約 9 秒間の映像を

用いて実験を行った．OpenPose による姿勢推定結果

の第 1 フレームのスケルトン画像を図 1 に示す．ま

た，作成した基準モデルの 3 次元の人体モデルの第

1 フレームを図 2 に示す．  

 

 

図 1 使用動画の第 1 フレーム  

 

図 2 3 次元基準モデル  

 

5. まとめ  

本研究では，ダンサー全員が同様のダンスしてい

る映像を対象とした，映像内の全ダンサーの 3 次元

基準モデルを作成する手法を提案した．  

今後，基準モデルとの各ダンサーの関節角度のず

れからダンサーの形状の定量的評価を行う．  
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